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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成25年2月21日(2013.2.21)

【公表番号】特表2012-513773(P2012-513773A)
【公表日】平成24年6月21日(2012.6.21)
【年通号数】公開・登録公報2012-024
【出願番号】特願2011-544620(P2011-544620)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/04     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/48     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/06     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/66     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/34     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/48     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/34     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ   1/04    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/48    　　　Ｅ
   Ｃ１２Ｑ   1/06    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｑ   1/66    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/34    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/48    　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｍ   1/34    　　　Ｂ
   Ｃ１２Ｍ   1/26    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月26日(2012.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　試料中の細胞を検出するための方法であって、
　細胞濃縮剤、細胞抽出剤を含むヒドロゲル、及び細胞を含むことが疑われる液体試料を
提供する工程と、
　前記液体試料と前記細胞濃縮剤とを所定の時間にわたって接触させる工程と、
　前記液体試料の少なくとも一部から前記細胞濃縮剤を分離する工程と、
　前記分離された細胞濃縮剤及び前記ヒドロゲルを含む液体混合物を形成する工程であっ
て、前記細胞抽出剤が前記混合物中に放出される、工程と、
　生物学的検体を検出する工程と、を含み、
　前記生物学的検体を検出する工程が、前記生物学的検体の量を定量することを含み、
　前記生物学的検体の量が２回以上定量され、
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　第１の時点において検出される前記生物学的検体の量が、第２の時点において検出され
る前記生物学的検体の量と比較される、方法。
【請求項２】
　試料中の細胞を検出するための方法であって、
　細胞を含むことが疑われる試料；細胞濃縮剤；細胞抽出剤を含むヒドロゲル；２以上の
貯留部を備えるハウジングと、前記試料を受容するように構成された開口部とを含む検出
物品；及び、前記細胞濃縮剤を分離して、前記ハウジングの上側貯留部から下側貯留部に
移動するための手段を提供する工程と、
　液体媒質中で前記試料を、前記ハウジングの前記上側貯留部内の前記細胞濃縮剤と接触
させる工程と、
　前記細胞濃縮剤を分離して、前記ハウジングの前記下側貯留部に移動する工程と、
　前記分離された細胞濃縮剤及び前記ヒドロゲルを含む液体混合物を形成する工程であっ
て、前記細胞抽出剤が前記混合物中に放出される、工程と、
　生物学的検体を検出する工程と、を含み、
　前記生物学的検体を検出する工程が、前記生物学的検体の量を定量することを含み、
　前記生物学的検体の量が２回以上定量され、
　第１の時点において検出される前記生物学的検体の量が、第２の時点において検出され
る前記生物学的検体の量と比較される、方法。
【請求項３】
　試料中の細胞を検出するための方法であって、
　細胞を含むことが疑われる試料；前記試料を受容するように構成された開口部と、細胞
濃縮剤が収容された上側貯留部と、細胞抽出剤を含むヒドロゲルが収容された下側貯留部
とを備えるハウジングを含む検出物品；前記細胞濃縮剤を前記液体試料の少なくとも一部
から分離するための手段；及び、前記細胞濃縮剤を前記ハウジングの前記上側貯留部から
前記下側貯留部に移動するための手段を提供する工程と、
　液体媒質中で前記試料と、前記ハウジングの前記上側貯留部内の前記細胞濃縮剤とを接
触させる工程と、
　前記細胞濃縮剤を分離して、前記ハウジングの前記下側貯留部に移動する工程と、
　前記分離された細胞濃縮剤及び前記ヒドロゲルを含む液体混合物を形成する工程であっ
て、前記細胞抽出剤が前記混合物中に放出される、工程と、
　生物学的検体を検出する工程と、を含み、
　前記生物学的検体を検出する工程が、前記生物学的検体の量を定量することを含み、
　前記生物学的検体の量が２回以上定量され、
　第１の時点において検出される前記生物学的検体の量が、第２の時点において検出され
る前記生物学的検体の量と比較される、方法。
【請求項４】
　一体型試料調製及び検出装置であって、
　少なくとも２個の貯留部を含み、その間に通路を有するハウジングであって、
　上側貯留部が、試料を受容するように構成された開口部、及び上側貯留部内に配置され
た細胞濃縮剤を含み、
　下側貯留部が、その内部に配置された検出試薬を含む、ハウジングと、
　前記上側貯留部を前記下側貯留部から隔離するための手段と、
　前記細胞濃縮剤を前記上側貯留部から前記下側貯留部に移動するための手段と、を備え
る、装置。
【請求項５】
　少なくとも２個の貯留部を含み、その間に通路を有するハウジングであって、
　上側貯留部が、試料を受容するように構成された開口部を含み、
　下側貯留部が、その内部に配置された検出試薬を含む、ハウジングと、
　前記上側貯留部を前記下側貯留部から隔離するための手段と、
　細胞濃縮剤と、
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　前記細胞濃縮剤を前記上側貯留部から前記下側貯留部に移動するための手段と、を備え
る、キット。
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